
・2025年7⽉よりカタログ、ホームページに掲載する認定番 
  号を変更しました。(上記は変更後）
  上記枠内の認定番号が、現場で採用する壁構造と同じであ
  ることを必ずお確かめの上、ご使用ください。

・壁構造の詳細につきましては、最新のカタログ「吉野耐火
  遮音システム」や「施工仕様書」を必ずご確認ください。

・旧版(2024年12⽉版)のSウォール・90(耐火構造認定番号
  FP060NP-0487)とは認定条件が異なります。

・旧版(2024年12⽉版)のSウォール・90(耐火構造認定番号
  FP060NP-0487)は、「下張面材のイモ張り」、「目透か
  し」、「鋼板の取り付け」ができません。

・当データは壁リストを作成するためのものであるため、使用するボード種類、軽鉄下地の寸法等の代表的な項目の注記のみを記載しています。
・各壁構造の詳細につきましては、最新のカタログ「吉野耐火遮音システム」や施工仕様書を必ずご確認ください。
・壁厚、ランナー、スタッド、振れ止め等の寸法は、耐火認定、遮音認定を満たす標準的な仕様です。
・CADデータ内に記載されているすべての製品の寸法は、許容差があります。
・PCの環境によっては文字、寸法、ハッチング等が乱れる場合がございます。
・当データは予告なく変更する場合があります。
・当データの著作権は、吉野石膏（株）に帰属しています。
・当データをご利用いただいて作成した図面等が原因で、いかなる損害が⽣じた場合であっても当社は⼀切の責任を負いかねますのでご了承ください。

ご利用にあたって

※建築工事標準仕様書・同解説JASS26(日本建築学会)による。
 (スタッド間隔＠455mm、振れ止めとスペーサーを所定の間隔で設置した場合)
※ 型スタッドの⼀般材（板厚0.5mm）や角スタッドを用いた場合の施工可能な壁高さについては、各鋼製下地メーカーへご確認願います。
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